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「
剣
の
舞
」
の
よ
う
に
躍
動

す
る
民
族
的
な
リ
ズ
ム
と
鮮
烈

な
色
彩
感
。
し
こ
の
キ
リ
ス
ト

教
国
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ワ
イ
ン
発

祥
の
地
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
カ
ス
ピ

海
に
臨
む
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

と
ダ
ゲ
ス
タ
ン
…

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
交
差
点
に

位
置
す
る
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
の

音
楽
を
民
族
的
な
音
楽
に
目
が

な
い
３
人
に
よ
る
渾

身
の
演
奏
で
！

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

バ
バ
ジ
ャ
ニ
ア
ン

エ
レ
ジ
ー
～
ハ
チ
ャ

ト
ゥ
リ
ア
ン
の
想
い

出
の
た
め
に

ア
ザ
ラ
シ
ヴ
ィ
リ

ノ
ク
タ
ー
ン
／
無
言

歌カ
ラ
ー
エ
フ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ソ
ナ
タ
ニ
短
調
よ
り

カ
ジ
ュ
ラ
エ
フ

ピ
ア
ノ
の
た

め
の
６
つ
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
よ

りバ
バ
ジ
ャ
ニ
ア
ン

ピ
ア
ノ
三

重
奏
曲
嬰
ヘ
短
調

解
説

松
本
大
輔

一
般
自
由
席

２
０
０
０
円

平
光
真
彌

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

愛
知
県
立
芸
術
大
学
卒
業
。

同
大
学
大
学
院
修
了
。
中
村
桃

子
賞
受
賞
。

江
川
智
沙
穂

名
古
屋
市
立
菊
里
高
校
音
楽

科
、
東
京
芸
術
大
学
を
経
て
愛

知
県
立
芸
術
大
学
大
学
院
修
了
。

荒
井

結

福
井
市
出
身
。
６
歳
よ
り
チ
ェ

ロ
を
学
び
、
中
学
卒
業
後
渡
米
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ア
イ
デ
ィ

ル
ワ
イ
ル
ド
・
ア
ー
ツ
・
ア
カ

デ
ミ
ー
に
学
ぶ
。

松
本
大
輔

１
９
６
５
年
松
山
市
生
ま
れ
。

Ｈ
Ｍ
Ｖ
名
古
屋
栄
の
店
長
な
ど

を
経
て
１
９
９
８
年
に
独
立
。

①
ロ
シ
ア
語
能
力
検
定
試
験

対
策
講
座

５
月
16
日
（
日
）

４
級
受
験
ク
ラ
ス

10
時
～
12
時

講
師

市
川
春
季

３
級
受
験
ク
ラ
ス

13
時
～
15
時

講
師

山
崎
タ
チ
ア
ナ

受
講
料

1
ク
ラ
ス
受
講
に

つ
き
２
０
０
０
円
（
ユ
ー
ラ
シ

ア
協
会
愛
知
県
連
ロ
シ
ア
語
講

座
受
講
生
は
１
０
０
０
円
）

申
込
締
切

５
月
８
日
（
土
）

午
後
５
時
ま
で

申
し
込
み
２
名
以
上
で
開
講

し
ま
す
。

②
ロ
シ
ア
語
能
力
検
定
試
験

５
月
30
日
（
日
）

４
級

10
時
～
11
時
30
分

筆
記
試
験
（
文
法
・
露
文
和

訳
・
和
文
露
訳
）

11
時
35
分
～

テ
ク
ス
ト
朗

読
（
録
音
）

３
級

14
時
～
16
時
15
分

筆
記
試
験
（
文
法
・
露
文
和
訳
・

和
文
露
訳
）

16
時
20
分
～

テ
ク
ス
ト
朗

読
（
録
音
）

合
格
発
表

7
月
14
日
（
水
）

受
験
者
全
員
に
合
否
結
果
と
解

答
例
及
び
講
評
付
問
題
を
郵
送

し
、
発
表
と
い
た
し
ま
す
。
ま

た
Ｈ
Ｐ
上
に
て
合
格
者
の
受
験

番
号
を
発
表
し
ま
す
。

③
ロ
シ
ア
語
特
別
講
座

７
月
25
日
（
日
）

講
師

タ
チ
ア
ナ
・
サ
エ
ン

コ
先
生

④
ロ
シ
ア
兵
士
墓
地
慰
霊
祭

９
月
26
日
（
日
）
14
時
～

平
和
公
園
内

ロ
シ
ア
兵
墓

地
に
て

⑤
ロ
シ
ア
語
能
力
検
定
試
験

10

月
30

日
（
土
）
、
31

日

（
日
）

1
級
～
4
級
ま
で
す
べ
て
の

級
を
実
施

⑥
ユ
ー
ラ
シ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル12

月
５
日
（
日
）
11
時
～

愛
知
民
主
会
館
2
階
ホ
ー
ル

に
て

昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
に
よ
り
総
会
を
開

催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

年
は
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
県

連
機
関
紙
2
月
号
に
て
6
月
6

日
（
日
）
開
催
と
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
会
場
の
都
合
に
よ

り
6
月
13
日
（
日
）
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
総
会
議
案
は
県
連
機
関

紙
5
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど

を
総
会
当
日
に
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
当
日
参
加
で
き
な

い
方
は
、
後
日
総
会
案
内
の
往

復
は
が
き
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
返
信
用
は
が
き
に
ご
意
見

等
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
総
会
の
時
間

を
短
縮
し
て
、
午
後
1
時
開
会
、

午
後
3
時
50
分
閉
会
と
い
た
し

ま
す
。

記
念
講
演
は
「
ロ
シ
ア
ン
キ
ッ

チ
ン

サ
ー
シ
ャ
」
の
経
営
者
・

ザ
ジ
ガ
ル
キ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
さ
ん
に
「
サ
ハ
リ
ン
か
ら

日
本
へ
、
ロ
シ
ア
料
理
を
届
け

ま
す
」
（
仮
題
）
と
い
う
テ
ー

マ
で
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
さ
ん
は

サ
ハ
リ
ン
出
身
で
、
２
０
１
２

年
に
北
海
道
に
来
て
、
日
本
語

と
イ
タ
リ
ア
料
理
を
勉
強
し
ま

し
た
。
そ
の
後
２
０
１
５
年
に

名
古
屋
の
ロ
シ
ア
料
理
店
「
ソ

チ
」
の
料
理
長
を
務
め
ま
し
た
。

現
在
は
守
山
区
で
「
ロ
シ
ア
ン

キ
ッ
チ
ン

サ
ー
シ
ャ
」
を
経

営
す
る
か
た
わ
ら
、
東
京
銀
座

に
最
近
開
店
し
た
ロ
シ
ア
食
料

品
店
「
赤
の
広
場
」
に
ぺ
リ
メ

ニ
と
ピ
ロ
シ
キ
を
卸
し
て
い
ま

す
。サ

ハ
リ
ン
の
話
や
、
ロ
シ
ア

人
に
と
っ
て
の
日
本
の
生
活
は

ど
う
か
、
日
本
で
ロ
シ
ア
料
理

を
販
売
す
る
こ
と
の
苦
労
話
な

ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
語
で
話
を

し
て
い
た
だ
き
、
服
部
先
生
に

通
訳
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ロ
シ
ア
語
を
勉
強
中
の
方
は
生

の
ロ
シ
ア
語
が
聞
け
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
講
演
は
午
後
1
時
か

ら
2
時
ま
で
の
1
時
間
で
す
。

2
時
15
分
か
ら
県
連
総
会
を
開

会
し
ま
す
。

な
お
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
さ

ん
の
ピ
ロ
シ
キ
を
12
時
か
ら
１

時
ま
で
1
個
２
５
０
円
で
販
売

い
た
し
ま
す
が
、
総
会
案
内
の

返
信
用
は
が
き
で
予
約
し
て
い

た
だ
く
と
確
実
に
購
入
で
き
ま

す
。
そ
の
他
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
物

産
、
ワ
イ
ン
も
販
売
い
た
し
ま

す
の
で
お
早
め
に
お
出
か
け
い

た
だ
き
、
お
食
事
や
買
い
物
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日本ユーラシア協会とは
旧ソ連邦に住む諸国民との

相互理解と友好を進める

（旧）日ソ協会の統一した名

称です
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話
は
現
代
の
秋
田
県
大
館
市
、

秋
田
犬
の
里
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
か
ら
始
ま
る
。
ロ
シ

ア
の
空
港
で
働
く
コ
ー
リ
ャ
。

テ
レ
ビ
で
流
れ
る
秋
田
犬
の
話

題
に
目
が
留
ま
る
。
ふ
と
我
に

返
る
と
、
自
分
の
ち
い
さ
な
頃

の
犬
と
の
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い

出
が
あ
ふ
れ
て
く
る
。

旧
ソ
連
の
空
港
で
の
で
き
ご

と
。
飼
い
主
と
と
も
に
プ
ラ
ハ

に
行
く
予
定
だ
っ
た
ジ
ャ
ー
マ

ン
シ
ェ
パ
ー
ド
の
パ
ル
マ
は
、

搭
乗
の
た
め
の
書
類
不
備
で
乗

機
を
拒
否
さ
れ
る
。
飼

い
主
は
仕
方
な
く
、
こ
っ

そ
り
パ
ル
マ
を
滑
走
路

に
放
つ
。
パ
ル
マ
は
空

港
に
住
み
着
き
、
毎
日

滑
走
路
で
飛
行
機
を
見

上
げ
、
２
年
間
も
飼
い

主
の
帰
り
を
待
ち
続
け
た
。
そ

の
姿
は
や
が
て
空
港
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
り
、
人
々
の
心
を
打
つ
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
９
歳
の

コ
ー
リ
ャ
少
年
が
空
港
に
現
れ

る
。
彼
は
母
を
亡
く
し
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
で
あ
る
父
親
に
引
き
取

ら
れ
る
の
だ
が
、
母
を
失
っ
た

悲
し
み
と
、
良
い
思
い
出
の
な

い
父
親
と
の
生
活
で
す
っ
か
り

心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
。
コ
ー

リ
ャ
と
パ
ル
マ
、
孤
独
な
も
の

同
士
の
友
情
は
す
ぐ
に
生
ま
れ

た
。

あ
る
日
、
空
港
に
日
本
人
に

連
れ
ら
れ
た
秋
田
犬
が
現
れ
る
。

飛
行
機
へ
の
搭
乗
を
待
つ
秋
田

犬
に
、
パ
ル
マ
は
仲
間
を
見
つ

け
た
か
の
よ
う
に
走
り
寄
る
が
、

そ
の
傍
ら
に
は
優
し
い
主
人
が

い
る
。
二
人
を
見
送
る
パ
ル
マ

の
眼
に
、
こ
の
上
な
い
寂
し
さ

が
宿
っ
て
い
る
こ
と
に
コ
ー
リ
ャ

は
気
づ
く
。
彼
は
パ
ル
マ
に
自

分
の
姿
を
投
影
す
る
。
「
飼
い

主
の
も
と
へ
戻
し
て
あ
げ
た
い
」

と
、
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力
を

得
て
行
動
を
起
こ
す
。
少
し
ず

つ
心
を
開
き
始
め
、
父
親
も
コ
ー

リ
ャ
に
向
き
合
お
う
と
努
力
す

る
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
パ
ル
マ

と
飼
い
主
の
再
会
の
日
、
パ
ル

マ
は
嬉
し
そ
う
だ
が
、
な
ぜ
か

コ
ー
リ
ャ
の
も
と
を
離
れ
よ
う

と
し
な
い
…
。

２
０
２
０
年
日
本
・
ロ
シ
ア

合
作

１
２
０
分

５
月
28
日
か
ら

ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
シ
ネ

マ
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
三
好
、
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
・
シ
ネ
マ
豊
橋
18
で

上
映

日
本
・
ロ
シ
ア
合
作
映
画

「
ハ
チ
と
パ
ル
マ
の
物
語

」

５
月
28
日
か
ら
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
・

ス
ク
エ
ア
シ
ネ
マ
他
で
上
映

記
念
講
演
「
サ
ハ
リ
ン
か
ら
日
本
へ
、

ロ
シ
ア
料
理
を
届
け
ま
す
」
（
仮
題
）

講
師

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ザ
ジ
ガ
ル
キ
ン
さ
ん

６
月
13
日
（
日
）
13
時
～
愛
知
民
主
会
館
２
階
会
議
室

第
66
回
愛
知
県
連
総
会

愛
知
県
連
今
後
の
活
動
予
定

平光真彌の室内楽
「未知の名曲を探して」シリーズ第4回

コーカサスの風景
―草原と山脈から生まれた民族色あふれる音楽―
６月６日（日）13時30分～ 宗次ホール
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私
は
２
０
１
６
年
５
月
16
日

か
ら
５
月
24
日
ま
で
、
大
学
時

代
の
友
人
に
誘
わ
れ
て
、
「
バ

ル
ト
３
国
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
８
日

間
の
旅
」
に
出
か
け
ま
し
た
。

そ
れ
は
タ
リ
ン
に
住
む
エ
ス

ト
ニ
ア
人
の
友
人
夫
妻
に
会
い
、

カ
ウ
ナ
ス
の
旧
日
本
領
事
館
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
立
博
物
館

「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
・
ビ
ル

ケ
ナ
ウ

オ
シ
フ
ィ
エ
ン
チ
ム
」

を
訪
れ
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。

エ
ス
ト
ニ
ア
の
タ
リ
ン
を
出

発
し
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
の
リ
ガ
、

リ
ト
ア
ニ
ア
の
カ
ウ
ナ
ス
を
経

て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ

ワ
に
至
る
バ
ス
の
旅
で
し
た
が
、

ま
ず
感
じ
た
こ
と
は
、
山
を
見

る
こ
と
が
無
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
多
少
の
起
伏
は
あ
る
も

の
の
、
行
け
ど
も
行
け
ど
も
平

原
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
国
境
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
が
、
風
景
を
見

る
限
り
何
の
変
化
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ナ
チ
ド
イ
ツ
の
戦
闘
機
が

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
電
撃
作
戦
を
す

る
様
子
は
映
画
で
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
何
も
遮
る
も
の

が
な
い
の
で
す
か
ら
、
容
易
に

成
功
し
た
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。

ワ
ル
シ
ャ
ワ
か
ら
も
バ
ス
で

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
古
都
・
ク
ラ
コ

フ
と
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
訪

れ
ま
し
た
。

国
立
博
物
館

ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
・
ビ
ル
ケ
ナ

ウ

オ
シ
フ
ィ
エ
ン
チ

ム
１
９
３
９
年
９
月
の

戦
闘
後
、
オ
シ
フ
ィ
エ

ン
チ
ム
市
や
周
辺
の
町
は
ド
イ

ツ
第
三
帝
国
内
に
編
入
さ
れ
、

ナ
チ
は
そ
れ
と
同
時
に
名
前
を

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
変
え
ま

し
た
。

オ
シ
フ
ィ
エ
ン
チ
ム
（
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
Ⅰ
）
と
ビ
ル
ケ

ナ
ウ
（
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
Ⅱ
）

の
収
容
所
は
現
在
、
博
物
館
と

し
て
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

皮
肉
な
文
字
”A

r
be
it

m
a
c
ht

frei"

《
働
け
ば
自
由
に
な
れ
る
》

が
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
正
門

に
あ
り
あ
り
ま
す
。
被
収
容
者

は
こ
の
門
を
通
っ
て
毎
日
労
働

に
出
か
け
十
数
時
間
後
に
戻
っ

て
き
た
の
で
す
。
厨
房
の
横
で

収
容
所
の
楽
団
が
被
収
容
者
の

行
進
を
整
頓
し
て
SS
の
人
員
点

呼
を
容
易
に
す
る
た
め
マ
ー
チ

を
演
奏
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

収
容
所
内
で
何
が
行
わ
れ
て

い
た
の
か
は
、
こ
の
楽
団
の
一

員
と
し
て
マ
ー
チ
を
演
奏
さ
せ

ら
れ
て
い
た
ヘ
レ
ナ
・
ド
ゥ
ニ

チ
・
ニ
ヴ
ィ
ン
ス
カ
さ
ん
の
回

想
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

ビ
ル
ケ
ナ
ウ
女
性
音
楽
隊
員
の

回
想

ヘ
レ
ナ
・
ド
ゥ
ニ
チ
・

ニ
ヴ
ィ
ン
ス
カ
著

告
白
ー
序
文
に
代
え
て

ク
ラ
ク
フ

２
０
１
２
年

九
十
歳
を
超
え
た
今
に
な
っ

て
、
わ
た
し
は
ど
う
し
て
第
二

次
世
界
大
戦
時
代
の
ソ
連
占
領

下
、
そ
し
て
ヒ
ト
ラ
ー
占
領
下

で
の
人
生
体
験
を
回
顧
録
と
し

て
記
す
気
に
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？

打
ち
明
け
て
言
い
ま
す
と
、

家
族
を
す
べ
て
失
い
、
ヤ
ル
タ

協
定
（
１
９
４
５
年
２
月
に
ア

メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ソ
連
の

首
相
が
会
談
し
決
め
た
、
大
戦

後
の
国
際
体
制
構
想
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
政
権
及
び
領
土
の
問
題

が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
）

の
結
果
に
よ
っ
て
故
郷
（
ル
ヴ

フ
）
（
現
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
リ
ヴ
ィ

ウ
）
及
び
真
に
自
由
な
祖
国
ま

で
も
失
っ
て
以
来
、
私
は
戦
前

だ
け
で
な
く
戦
争
時
代
そ
の
も

の
を
記
憶
か
ら
追
い
出
し
、
こ

と
ご
と
く
消
し
去
る
つ
も
り
で

い
ま
し
た
。

わ
た
し
が
最
終
的
に
自
ら
の

回
想
を
記
す
決
断
を
し
た
の
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
衝
撃
的

な
発
言
が
し
ば
し
ば
活
字
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
彼
ら
は
言

い
ま
す
。
ド
イ
ツ
が
設
け
た
ア

ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
＝
ビ
ル
ケ
ナ

ウ
収
容
所
、
お
よ
び
他
の
収
容

所
に
お
い
て
、
ガ
ス
室
や
ク
レ

マ
ト
リ
ウ
ム
（
死
体
焼
却
炉
）

で
大
量
虐
殺
が
行
わ
れ
た
と
い

う
事
実
は
な
か
っ
た
、
と
。

信
じ
が
た
い
犯
罪
の
最
後
の

生
き
証
人
の
一
人
と
し
て
、
私

は
次
世
代
に
知
っ
て
欲
し
い
の

で
す
。

私
（
中
森
秀
樹
）
が
こ
の
本

を
お
勧
め
し
た
い
と
思
う
の
は
、

彼
女
が
回
想
記
を
書
こ
う
と
思
っ

た
動
機
が
良
く
解
る
か
ら
で
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
終
了
40
周
年

の
１
９
８
５
年
５
月
、
「
荒
野

の
40
年
」
と
題
し
た
議
会
演
説

で
、
西
ド
イ
ツ
大
統
領
ワ
イ
ツ

ゼ
ッ
カ
ー
大
統
領
は
「
過
去
に

目
を
閉
ざ
す
者
は
、
現
在
に
も

盲
目
に
な
る
と
」
と
訴
え
て
い

る
の
に
、
日
本
の
総
理
大
臣
や

政
治
家
が
従
軍
慰
安
婦
問
題
は

な
か
っ
た
、
河
村
名
古
屋
市
長

は
南
京
虐
殺
は
な
か
っ
た
と
い

う
よ
う
に
、
歴
史
上
に
起
き
た

こ
と
、
あ
っ
た
こ
と
が
無
か
っ

た
こ
と
に
な
る
と
い
う
歴
史
の

改
竄
が
、
現
在
の
日
本
で
は
行

わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

日
本
語
版
へ
の
序
文

２
０
１
６
年
９
月
17
日

２
０
１
６
年
９
月
17
日
、
わ

た
し
は
、
日
本
の
読
者
の
た
め

に
ど
ん
な
序
文
を
書
こ
う
か
と

考
え
を
め
ぐ
ら
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
わ
き
ま
し
た
。
９
月
17
日
、

そ
れ
は
１
９
３
９
年
に
ソ
連
軍

が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻
し
て
か

ら
77
年
目
に
当
た
る
ま
さ
に
記

念
日
だ
っ
た
の
で
す
。
私
の
祖

国
に
取
っ
て
悲
劇
的
だ
っ
た
こ

の
出
来
事
は
、
日
本
で
は
そ
れ

ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
が
体

験
し
た
戦
争
時
代
の
運
命
を
理

解
す
る
上
で
は
、
鍵
と
な
る
事

件
で
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
第
二

次
世
界
大
戦
は
、
ド
イ
ツ
が
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
侵
攻
し
た
１
９
３
９

年
９
月
１
日
に
始
ま
り
ま
し
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
の
状
況
は
日

一
日
、
ま
す
ま
す
望
み
の
な
い

様
相
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
は
英
雄
的
に
戦
っ

た
も
の
の
敗
北
し
、
一
般
市
民
、

大
勢
の
母
親
と
子
供
た
ち
、
そ

し
て
高
齢
者
た
ち
は
国
の
東
へ

逃
げ
ま
し
た
。

ま
さ
に
そ
ん

な
時
、
今
度
は
東
側
か
ら
ソ
連

軍
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻
し
て

き
ま
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に

と
っ
て
予
期
せ
ぬ
こ
の
攻
撃
は
、

当
時
の
ド
イ
ツ
と
ソ
連
の
指
導

者
ー
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
と

ユ
ゼ
フ
・
ス
タ
ー
リ
ン
の
間
で

取
り
交
わ
さ
れ
た
密
約
だ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
強
大

な
二
つ
の
全
体
主
義
国
家
の
刃

に
依
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
、
出
口

の
な
い
暗
い
ト
ン
ネ
ル
に
押
し

込
ま
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
情

け
容
赦
な
い
占
領
政
策
に
屈
し

ま
し
た
。

日
本
の
読
者
は
、
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
を
生
き
の
び
た
ユ
ダ
ヤ
人

が
書
い
た
、
当
時
の
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
（
集
団
的
大
虐
殺
）
を
鋭

く
証
言
す
る
回
想
文
学
に
つ
い

て
は
、
お
そ
ら
く
な
じ
み
が
あ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
戦
争
時
代
、

ル
ヴ
フ
出
身
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
で
あ
る
わ
た
し
は
、
ド
イ

ツ
が
設
置
し
た
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ

ツ
＝
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
強
制
収
容
所

に
移
送
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な

私
の
運
命
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト

犠
牲
者
の
運
命
と
重
な
り
、
わ

た
し
も
ま
た
想
像
を
絶
す
る
犯

罪
の
証
人
に
な
り
ま
し
た
。
従
っ

て
こ
の
本
は
、
テ
ー
マ
と
し
て

は
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
文
学
の
流
れ

に
は
い
り
ま
す
が
、
ロ
シ
ア
お

よ
び
ド
イ
ツ
の
占
領
者
に
よ
っ

て
残
酷
な
手
段
で
苦
し
め
ら
れ
、

殺
さ
れ
、
差
別
さ
れ
た
ポ
ー
ラ

ン
ド
人
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
体

験
に
及
ん
で
い
ま
す
。
私
自
身

に
、
私
の
家
族
に
降
り
か
か
っ

た
出
来
事
は
、
戦
争
と
占
領
の

時
代
に
巻
き
込
ま
れ
た
全
て
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
不
幸
の
度
合

い
か
ら
す
る
と
、
特
別
に
大
き

か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

親
愛
な
る
日
本
の
読
者
の
み

な
さ
ん
，
こ
の
回
想
記
を
書
き

始
め
た
時
、
私
は
95
歳
を
迎
え

ま
し
た
。
今
、
既
に
百
歳
を
超

え
て
い
る
私
は
、
何
が
日
本
の

読
者
を
こ
の
本
に
導
く
の
か
、

そ
の
こ
と
に
と
て
も
関
心
が
あ

り
ま
す
。
私
が
個
人
的
に
日
本

人
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
の
は
、

日
本
人
が
シ
ョ
パ
ン
の
音
楽
に

関
心
を
持
ち
、
シ
ョ
パ
ン
の
音

楽
を
愛
し
て
い
る
と
い
う
事
で

す
。
皆
さ
ん
の
多
く
が
知
っ
て

い
る
の
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
シ
ョ

パ
ン
の
祖
国
で
あ
り
、
ま
た
そ

の
逆
に
シ
ョ
パ
ン
の
祖
国
が
ポ
ー

ラ
ン
ド
で
あ
り
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本
に

つ
い
て
考
え
る
と
き
、
私
の
念

頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、
大
勢
の
シ
ョ

パ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
す
る

日
本
の
若
者
、
そ
し
て
コ
ン
ク
ー

ル
の
日
本
人
受
賞
者
で
す
。

シ
ョ
パ
ン
の
音
楽
は
普
遍
的

で
、
そ
の
美
し
さ
は
世
界
中
の

人
の
心
を
動
か
し
ま
す
。
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
は
シ
ョ
パ
ン
の
音

楽
を
禁
制
の
曲
に
し
ま
し
た
が
、

ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
＝
ビ
ル
ケ
ナ

ウ
強
制
収
容
所
の
中
で
も
演
奏

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
有
名

な
音
楽
家
で
、
こ
の
収
容
所
で

な
く
な
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
ア
ル

マ
・
ロ
ゼ
が
声
楽
と
器
楽
の
曲

に
編
曲
し
、
彼
女
の
指
揮
下
で

収
容
所
女
性
音
楽
隊
が
秘
密
裏

に
演
奏
し
た
『
エ
チ
ュ
ー
ド
作

品
10
第
３
番
ホ
長
調
』
（
日
本

で
は
「
別
れ
の
曲
」
と
よ
ば
れ

て
い
る
）
で
す
。

私
も
又
、
こ
の
女
性
音
楽
隊

の
一
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。
「
ビ

ル
ケ
ナ
ウ
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
」

の
回
想
記
が
日
本
の
読
者
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
興
味
を
引
く
読

み
物
に
な
る
こ
と
を
、
わ
た
し

は
願
っ
て
い
ま
す
。

「
強
制
収
容
所
の
バ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
ー
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
女
性
音

楽
隊
員
の
回
想
」

ヘ
レ
ナ
・
ド
ゥ
ニ
チ
・
ニ
ヴ
ィ

ン
ス
カ
著

田
村
和
子
訳

新

日
本
出
版
社

２
０
１
６
年
12

月
25
日
発
行

２
３
０
０
円
+

税
コロナ対応カンパ

（4月7日現在）

協力者数 85人

協力金額 ９７４,５４５円

たくさんの方々からカンパを

お寄せいただき、ありがとうご

ざいました。

「
強
制
収
容
所
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
」

中
森

秀
樹

書
籍
の
紹
介

訂
正
と
お
詫
び

機
関
紙
３
月
号
の
「
お
散

歩
ピ
ア
ノ
２

ピ
ア
ノ
で
旅

す
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
」
の
見
出

し
及
び
記
事
で
出
演
者
の
名

前
が
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

誤

田
中
雅
也

正

田
中
正
也

１
９
５
２
年
、
ソ
連
の
某
地

に
あ
る
秘
密
研
究
所
。
そ
の
施

設
で
は
多
く
の
科
学
者
た
ち
が

軍
事
的
な
研
究
を
続
け
て
い
た
。

施
設
に
併
設
さ
れ
た
食
堂
で
働

く
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
の
ナ
タ
ー
シ
ャ

の
物
語
で
あ
る
。

２
時
間
余
り
の
映
画
で
あ
る

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
食
堂
の

シ
ー
ン
で
あ
る
。
研
究
所
の
職

員
が
飲
食
す
る
シ
ー
ン
や
、
彼

ら
が
帰
っ
た
後
も
う
一
人
の
ウ

エ
イ
ト
レ
ス
・
オ
ー
リ
ャ
と
い

ろ
ん
な
こ
と
を
話
し
な
が
ら
飲

む
シ
ー
ン
が
ほ
と
ん
ど
。
ナ
タ
ー

シ
ャ
は
40
台
前
半
、
オ
ー
リ
ャ

は
20
代
後
半
と
思
わ
れ
る
。
ナ

タ
ー
シ
ャ
が
最
後
に
床
掃
除
を

し
て
か
ら
帰
る
よ
う
に
と
オ
ー

リ
ャ
に
言
う
が
、
彼
女
は
い
つ

も
「
明
日
の
朝
や
る
か
ら
」
と

言
う
。
ナ
タ
ー
シ
ャ
は
「
ダ
メ

だ
。
今
日
、
今
か
ら
や
れ
」
と

し
つ
こ
く
言
う
。

オ
ー
リ
ャ
の
家
で
科
学
者
た

ち
と
パ
ー
テ
ィ
を
し
、
酔
っ
た

フ
ラ
ン
ス
人
科
学
者
・
リ
ュ
ッ

ク
と
関
係
を
持
っ
た
ナ
タ
ー
シ
ャ

は
、
し
ば
ら
く
し
て
秘
密
警
察

か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
る
。
そ

し
て
彼
女
は
脅
さ
れ
、
フ
ラ
ン

ス
人
科
学
者
と
数
回
関
係
を
持
っ

た
。
彼
は
異
常
性
愛
者
だ
っ
た

と
い
う
証
言
を
書
か
さ
れ
る
。

実
際
に
昔
の
ソ
連
時
代
の
町

を
再
現
し
、
そ
こ
で
ス
タ
ッ
フ

や
俳
優
も
生
活
す
る
と
い
う
条

件
下
で
作
ら
れ
た
映
画
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
人
科
学
者
・
リ
ュ
ッ

ク
は
研
究
が
成
功
し
た
暁
に
は

当
局
に
よ
っ
て
抹
殺
さ
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。
そ
の
際
に
ナ
タ
ー

シ
ャ
の
証
言
も
利
用
さ
れ
る
だ

ろ
う
。
だ
が
、
ナ
タ
ー
シ
ャ
を

秘
密
警
察
に
告
発
し
た
の
は
い

つ
も
口
う
る
さ
く
掃
除
を
命
じ

ら
れ
て
い
た
同
僚
の
オ
ー
リ
ャ

の
よ
う
な
気
が
す
る
。

ソ
連
秘
密
警
察
の
怖
さ
を
思

い
知
ら
さ
れ
る
映
画
だ
っ
た
。

（
田
口
龍
司
）

「
Ｄ
Ａ
Ｕ
・
ナ
タ
ー
シ
ャ
」
を
見
て
き
ま
し
た

ソ
連
秘
密
警
察
の
怖
さ
を

見
事
に
再
現


